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●『マルシェノルド』へご意見・ご感想をお寄せください。
〒001-0011 札幌市北区北11条西2丁目セントラル札幌北ビル

（財）北海道開発協会　広報研修部

地域経済レポート

『マルシェノルド』係 まで

著名な心理学者シモントンによれば、独創的科学

者の創造性は幼年期・少年期に受けた芸術教育の豊

かさとその水準に密接に関係するといいます。アー

トの柔軟な発想に地域の再生への知恵、エネルギー

が融合することによって、今までにない地域の創造

性が生まれる可能性があるかもしれません。かつて

の米どころ越後妻有の大地の芸術祭への取り組み、

炭坑で栄えたまち美唄のアルテピアッツアの空間づ

くりは、産業の盛衰に揺れる地域の創造的再生にア

ートがどこまで関われるか、まちづくりの常識への

挑戦でもあるようです。（S.K）

地域に素晴らしい芸術があれば、それは住民の誇

りになって、まちづくりに大きなエネルギーになる

でしょう。でも取材を終えた今、アートにはもっと

計り知れない可能性があるように思えてきました。

同時に、アートが地域づくりに生かされるための課

題も見えてきたように思います。パブリックアート

やアートイベントだけでなく、アートという言葉を

もっと幅広く捉え、モノづくりの楽しさやアート作

品を守り育てることまで含めて、「地域とアート」を

考えていくことが必要ではないでしょうか。（M.S）
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東京都出身。武蔵野美術短大卒業後、広告
代理店勤務などを経てフリーに。'94年札幌
へ。みとままゆこのペンネームで、水彩、
ペン、墨絵、切り絵など、さまざまなタッ
チでジャンルにこだわらず活躍中。本誌の
表紙は、毎号テーマのイメージによるオリ
ジナル作品を掲載。
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